




た（Tversky & Kahneman, 1992）。このような人の確率に対する認知傾向を表す数理モデルは確率荷



















を得る確率（a + ε (a)，ただし、aは基準のクジの１万円を得る確率、ε (a) は確率 a の関数）から、確
率荷重関数w (p) の形状を推測した。確率 aの関数 ε (a) が増加関数のとき -w’’ (p) / w’ (p) は減少関数と
し確率荷重関数の形状は下に凹か逆 S字、ε (a) が減少関数のとき -w’’ (p) / w’ (p) は増加関数とし形状










　集計データの形状　図１に確率 aの水準ごとに ε (a) の平均値と標準誤差を示した。図１から ε (a) は
およそ１～40％で増加し、40％以降では減少した。したがって、予想した ε (a) の挙動のどれにも分類
されなかった。しかし、Wu & Gonzalez（1998）で指摘されているように -w’’ (p) / w’ (p) の値が減少
してから増加する逆 S字の確率荷重関数も提案されているため、形状が逆 S字である可能性はある。
　個人の形状　個人の形状を推測する際、確率 aの水準を三つの区間に分割し、各区間で ε (a) の平均
値を求めた。そして第一と第二区間、第二と第三区間における ε (a) の平均値の増減から形状を推測した。
形状は数が多い順に、下に凸（７名）、未分類とした増加後に減少するパターン（６名）とその逆のパター
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